
１
９
４
５
年
８
月
に
広
島
市
・
長
崎

市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
21
万
人

を
超
え
る
多
く
の
人
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

広
島
市
等
が
中
心
と
な
り
、
世
界
の
都

市
が
国
境
を
越
え
て
連
帯
し
、
共
に
核

兵
器
廃
絶
へ
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
に

賛
同
す
る
都
市
や
地
域
で
構
成
す
る

「
平
和
首
長
会
議
」
が
86
年
11
月
に
発

足
。
91
年
に
は
国
連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
に
登
録
。
現
在
、
１
６
３
カ

国
で
７
６
７
５
都
市
が
加
盟
し
て
い
ま

す
（
日
本
は
１
７
３
０
都
市
）
。
主
な

活
動
は
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
、

平
和
教
育
の
推
進
、
広
島
・
長
崎
と
の

青
少
年
平
和
交
流
な
ど
で
す
。

知
立
市
は
、
11
年
４
月
に
加
盟
。
加

盟
当
時
、
林
市
長
は
「
世
界
各
国
の
都

市
と
力
を
合
わ
せ
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
の
実
現
に
取
り
組
む
」
と
決

意
を
述
べ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
、
８
回
開
催
の
国
内
加
盟
都
市
会

議
に
一
度
も
参
加
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
11
月
に
高
山
市
で
開
催
さ
れ
た

会
議
で
は
、
国
連
核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
を
日
本
政
府

に
強
く
求
め
る
決

議
や
、
各
自
治
体

の
取
組
事
例
報
告

や
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
近
隣
自

治
体
で
は
、
刈
谷

市
、
安
城
市
、
大

府
市
、
豊
明
市
が

参
加
。
安
城
市
と

豊
明
市
も
市
長
が

出
席
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
知

立
市
長
は
今
年
10

月
の
被
爆
者
団
体
と
の
懇
談
会
で
平
和

首
長
会
議
加
盟
に
も
触
れ
、
平
和
行
政

の
推
進
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。

戦
後
73
年
が
経
ち
、
被
爆
者
の
高
齢
化

の
中
、
被
爆
体
験
の
次
世
代
へ
の
継
承

が
大
き
な
課
題

な
っ
て
い
ま
す
。

国
連
で
採
択
さ

れ
た
核
兵
器
禁

止
条
約
の
日
本

政
府
の
批
准
に

向
け
、
平
和
都

市
宣
言
の
立
場

で
市
長
の
積
極

的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

12
月
議
会
で
牛
野
北
斗
議
員
が
市
長

の
国
内
会
議
出
席
や
知
立
市
で
同
会
議

開
催
、
被
爆
地
の
広
島
市
や
長
崎
市
か

ら
の
語
り
部
派
遣
事
業
の
活
用
、
広
島

市
か
ら
全
校
に
送
ら
れ
た
「
被
爆
ア
オ

ギ
リ
２
世
」
（
原
爆
で
な
ぎ
倒
さ
れ
た

ア
オ
ギ
リ
の
子
孫
）
を
教
育
で
活
、
さ

ら
に
は
、
広
島
へ
の
子
ど
も
の
派
遣
も

提
案
し
ま
す
。

か き つ ば た ２０１８年 １２月２日 ＮＯ．１９６４

第８回国内加盟都市会議を高山市で開催

核兵器の廃絶・平和教育の推進を強調
平和首長

会
議

「
平
和
都
市
宣
言
」
か
ら
８
年
が
経
過

知
立
市
は
国
内
会
議
に
今
ま
で
不
参
加

知
立
市
は
、
核
の
廃
絶
と
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
０
年
６
月
に
「
平
和
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
年
４
月
に
は
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

の
実
現
に
取
り
組
む
世
界
各
国
の
市
長
等
加
盟
す
る
「
平
和
首
長
会

議
」
へ
も
加
盟
。
今
年
11
月
に
高
山
市
で
第
８
回
国
内
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
３
期
目
の
林
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
会
議
に

一
度
も
出
席
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

７
６
７
５
都
市
が
加
盟

「
平
和
首
長
会
議
」
と
は

国
内
会
議
に
刈
谷
市
や

安
城
市
な
ど
は
参
加

第８回国内加盟会議の様子

(首長会議ホームページより)

南
小
の
被
爆
ア
オ
ギ
リ
２
世

平
和
都
市
宣
言
を
生
か
し

た
行
政
・
教
育
の
取
組
を

知
立
市
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
高
校
等
で
の

修
学
が
困
難
な
者
を
対
象
に
返
済
不
要
の
奨
学
金

を
月
９
千
円
支
給
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
１
年

～
３
年
の
各
学
年
９
人
の
み
（
計
27
人
）
で
す
。

一
方
、
中
学
校
で
就
学
援
助
（
経
済
的
困
難
者
を

対
象
）
を
受
け
た
生
徒
は
、
昨
年
度
学
年
平
均
57

人
。
高
校
生
等
へ
の
奨
学
金
対
象
枠
は
実
態
と
あ

ま
り
に
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

対
象
枠
拡
大
を
何
度
も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
12

月
議
会
、
佐
藤
お
さ
む
議
員
が
奨

学
金
基
金
（
３
９
０
０
万
円
）
を

活
用
し
て
、
支
給
対
象
枠
の
拡
大

を
提
案
し
、
「
子
育
て
日
本
一
」

に
ふ
さ
わ
し
い
対
応
を
求
め
ま
す
。

奨学基金3900万円で

奨学金対象枠の拡大を
返済

不要


